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ICT 基盤センターのミッションの再定義

センター等名 ＩＣＴ基盤センター

沿  革

昭和４４年１２月 電子計算機室設置

昭和５４年 ５月 情報処理センター設置

昭和６３年 ４月 総合情報処理センター設置

平成１６年１２月 情報メディア基盤センター設置

平成２６年 ４月 ICT 基盤センター設置

平成２８年 ４月 ICT 基盤センターの２部門（情報基盤デザイン部門，e エデュケー

ション部門）にナレッジプラットフォーム部門を加え，３部門制に移

行。また副センター長を置く。

設置目的等

ICT 基盤センターは，長崎大学の学内共同教育研究施設として，ICT を活用した

教育研究環境を提供するため，情報政策の企画立案・実施，高度情報化技術に基

づく情報基盤の整備，教育の情報化及び情報教育の推進並びに知識情報基盤の

整備及び活用支援を行うことを目的とする。

全学的視点か

ら重視する特

色，担うべき役

割

ICT 基盤センターは，沿革にあるそれまでの情報センターよりも進化した「ICT に

よる知の基盤」を提供することを本質的なミッションとする組織としてスタートした。ICT

基盤センターが提供すべき「ICT による知の基盤」を機能面からみると

A 本学の知的資産を安全に保持する機能

B 様々な知的活動を ICT の側面から支援する機能

C 本学の有する知的資産の価値を高める機能

であると分類できる。 

ICTによる知の基盤

A  知的資産を安全
に保持する

B  知的活動をICTの
側面から支援する

C  知的資産の価値
を高める

ICT基盤センター

□ ICT基盤センターの設置目的

ＩＣＴを活用した教育研究環境を提供するため，情報政策の企画立案・実施，

高度情報化技術に基づく情報基盤の整備，教育の情報化及び情報教育の推進並びに
知識情報基盤の整備及び活用支援を行うことを目的とする。

本学のあらゆる知的活動

情 報 基 盤 ・ 知識情報基盤

情報政策

教育の情報化・情報教育推進

機能ごとに，行うべき取組みは以下のようであり，３部門が連携してこれらの取組みを
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図 16 アンケートの回答画面

5. おわりに

SmartClicker は、長崎大学が著作権を保有しており、ライセンス数や用途の制限がありませんので、学

会や研究会等でもご活用いただけます。また、日々改良を行っておりますので、ご要望等がございました

ら、ICT 基盤センターまでお問い合わせください。
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実施する。また，第３期中期目標・中期計画期間に実施する本学の情報政策をまと

めた「ICT マスタープラン 2016」「ICT アクションプラン 2016」と ICT 基盤センターの

提供すべき「ICT による知の基盤」の３機能は整合しており，ICT 基盤センターがそ

のミッションを果たすことができれば，第３期の情報政策の多くは達成できることにな

る。

〔各機能において行うべき取組み〕

A 本学の知的資産を安全に保持する機能

・情報基盤に関する不断の調査研究と整備改善を行う。

・情報システム事業継続計画（IT - BCP）への取組を推進する。

・本学構成員の情報セキュリティリテラシー向上への取組を行う。

B 様々な知的活動を ICT の側面から支援する機能

・情報教育の不断の改善と強化を行う。

・各部局の進める教育の情報化を支援する。 

・本学教職員学生の ICT 利活用の支援を行う。

C 本学の有する知的資産の価値を高める機能

・教学情報基盤の改善を通じ，教学情報基盤に蓄積される情報の多様な活用を図

る。

・ビッグデータの利活用支援を通じて本学のブランド価値を高める。

・ICT を用いたイノベイティブな研究を推進する。

（注意）上の各取組みは，それぞれ，多くの具体的な取組みをまとめた表現になって

いる。

達 成 指 標

A 本学の知的資産を安全に保持する機能の強化に向けた取組み（情報セキュリテ

ィ自己点検の制度化など）の内容と件数

B 教職員学生の ICT 利活用支援業務の内容と回数，対象人数

C ビッグデータ利活用支援事業の内容と進捗状況
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